
躙
渕

雉
舅

裾野市地域地震防災指導員会

広報誌 No.002
令和 5年度(2023年 度 )
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ご腋診

こんにちは、裾野市地域地震防災指導員会の大山と申します。  ●|

本日、ここに「ぼうさいだより」を発行させて頂きます。
地域地震防災指導員会の活動状況を紹介致しますので、ご覧ください。

令和5年は「関東大震災(M7.9)」 の発生から100年という節目の年でした。
また令和6年は「新潟県中越地震(M68)」・「スマトラ島沖地震(M9.1)」 の発生から20年の節目を迎えます。

大規模災害はいつ起こるか予測不能です。防災・減災とよく言いますが、備災という言葉も耳にするようになりました。
常日頃から災害に備えることはとても大事なことです。防災用品の準備・住宅内の家具転倒防止・非常食の準備など、備えると言つたらきり
がありませんが、ご家庭や職場などで少しづつでも心掛けてもらえればと思います。

また自助・共助・公助という言葉もよく取り上げられますが、私は共助の前に近助というのも必要だと思つております。
自分の安全が確認できたら、隣近所に目を向けて無事が確認できたら支援・援助の範囲を拡げて共助に繋げていくという意味の言葉です。

自分のいのちは自分で守る 。自分たちのまちは自分たちで守る、そのために何をすべきかを日常生活の中でも考えて頂けたらと
思います。

裾野市地域地震防災指導員会は、そんな貴方を手助け致します。防災に関しての困りごとは何なりと私達にご相談くだ

さい。
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裾野市地域地震防災指導員会

会長 大山 茂之

静岡県地域防災活動知事褒賞受賞
市長報告会(令和5年 12月 14日 )



【防災指導員の訓練指導の内容】
*避難所開設訓練 :居住スペース言

'置
及び簡易トイレ設置

簡易トイレ設置訓練

簡易トイレ組立てとテント設営を体5'

佐野本宿区自主防災会住民の皆さんと市危機管理課による

モデル地区訓練を実施。地震災書発生後、広域避難地への

避難から避難所 (県立裾野高校)の開設要領を実習体験を通
じて概要を住民の皆さんに認識していただいた。

実施日 : 令和 5年 9月 3日 (日 )
場 所 : 県立裾野高校 (市指定避難所 )

西地区地域地震防災指導員は8名の指導員で、 自主
防災会からの派遣要請を受け、担当指導員が中心となり

防災副|1練の活動を通じて、互しヽこ協力し指導員の相互研

鑽を図り、「知識・技能」の向上を進め、より良い地域防災

活動への貢献と推進に取り組んでおります。

フエスタすその (10月 14。 15日 )
地震体験車・AED心肺蘇生指導

トイレ負材取扱いも習得

居住スペース設置ヨ1練

ダンボール製間仕切りの組立てを

体験し、居住スペースの広さを体験。

災害時医療講演会

杉山医院_杉山先生
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東地区の防災指導員 10名は、27地区の自主防の役員や防災
関連諸団体等とともに、6月の土砂災害訓練、9月の総合防災訓

練、11月から自主防災会の地域防災副|1練への指導員派遣等を中

心に「減災と防災」の啓発にチャレンジしています。

【地区選出指導員名・担当区】
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自主防役員訓練会 (フ月8日 )
避難所運営ゲーム (HUG)
机上訓練 (市民文化センター)

【主な活動実績】

組  織 訓 練・勉 強 会

市危機管理課 市水防訓練、総合防災訓練、九スタすその

自主防災会 防災交流会、自主防役員訓1練会

地域防災団体 HUG(1地区)、 救急法(16地区)、 簡易トイレ(2地区)

西・南小学校 救急法(2回 )、 地震体験車(2回 )

当該指導員会 HUG訓練勉強会、救急法訓練勉強会

【地区選出指導員名・担当区】

氏 名 担 当 区 役 職

原 雅彦 石脇

2 植松行男 佐野本宿、佐野上宿

3 佐野松太郎 佐野若狭

4 加賀美正之 佐野二 地区幹事

5 杉山進一 元町、上町、緑町

6 池田豪 ニッ屋一、二、南町 圭記

フ 伊東貴美代 桃園、富沢、大畑 副会長

8 高橋保夫 堰原、伊豆島田、水窪

氏 名 担 当 区 役 職

1 市野哲也 久根、稲荷刀レミ

2 足達信之 公文名 1・ 2・ 3

3 津田隆雄 公文名 4・ 5、 滝頭 地区幹事

4 増田隆俊 中丸上。中・下、新道

5 」ヽ西辰― 和泉、麦塚、本村下

6 山下哲治 峰下・市の瀬、道上
フ 小林建次 富士見台、東町、天理町

8 庄司雅彦 本茶、日の出元町、本通り 是肇言己ネ甫

9 長沢研司 本本寸上中

10 大山茂之 茶畑団地、鈴原、青葉台 会 長 ＼  .■押



富岡地区は10名の防災指導員で活動しています。

今年度は地域防災訓練のほか、学校や地区での地震体験車・

救急救命法(心肺蘇生。AED)の指導等を実施しました。

硫 らの活動の中から御宿新田区でのDIG調練について紹介します。

9名の指導員で
ています。

深良地区では、小学校。中学校で行われた防災副‖練に
ついて紹介します。

両校とも防災指導員と綿密な打合わせを行い、訓後の
振り返りやアンケートを実施しています。

児童。生徒が将来の防災の担い手になるよう、実のあ
る防災訓練のあり方を求めています。

【地区選出指導員名。担当区】
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地区において災書が発生した場合に備え、予想される潜在リスクを参加者
全員で洗い出し、地図に落とし込み、その軽減策を話し合いました。

【実施方法】

①災書図上訓練「DIG」を4グルーメこ分かれ実施。
②各グルーカ に用意した地図に危険イ固所、防災施設等を書き込み、

討議の後、成果発表を行いました。

【結果と成果】

参カロ者は皆、真剣に取り組み、地域に潜むリスクを可視化することで地域

防災の重要性を再認識したようです。
また、DIGの指導実績はここ数年なかつたため、指導員にとっても良い勉強となり
ました。

【地区選出指導員名・担当区】

氏 名 担 当 区 役 職
■
■ 渡辺明― 千福、千福南

2 勝又 忠 御宿平山、御宿入谷、御宿坂上、御宿上谷

3 岡村イ申― 上城、中村、下条

4 岩岡健治 田場沢、森脇団地、中里
5 安川康久 口乎子、卜∃夕、矢崎 監査

6 戸田 満 上ヶ田、御宿新田

7 川口 功 今里、金沢、今里上

8 杉本祐二 下和田、御宿台 地区幹事

9 佐々木秀和 千福が丘

10 llT4原里美 金沢 女性幹事
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|【深良小学校】

1深良小学校では、4・ 5年生を
1対象に地震体験を行いました。

1単に揺れを体験するばかりではな
|く、資料を作成して防災備品を家
1庭でも準備してもらえるような話を
| しています。

【深良中学校】

深良中学校では、全生徒による総
合的な防災副1練を行つています。

火災想定で校外に避難した後、縦
割りの3グループに分かれ、「煙体
験」。「地震体験」。「水消火器」・

「AED。心肺蘇生」。「DVD視聴」
などの体験。副1練を行いました。 凸

宅
1戚
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氏 名 担 当 区 役 職

1 御宿正士 町震一、二、舞台団地 地区幹事

2 小見山和弘 南堀

3 鈴木由美子 南堀

4 林 緑 不□司け 会計

5 廣瀬主博 切久保、遠道原 監査

6 小沢友紀雄 原

7 大庭春好 上須、上原、上原団地

8 國分弘美 深良新田

9 小林道雄 岩波
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三角巾法 ねんざの処置

【地域防災訓練 】

救急救命法(心肺蘇生法・AED取扱。三角巾)

10月 15日 (日 )に須山六区の防災訓練を計画しましたが、
大雨となり役員のみでAEDを使つた「′b肺蘇生法」と「三角巾
包帯法」の訓練を実施しました。

年間活動内容

裾野市地域地震防災指導員会 事務局

(裾野市役所危機管理課内)

T410¨ 1192 静岡県 裾野市 佐野 1059番地
TEL:055-995-1817
FAX:055-992-4447

【外部講師による防災請演 】

10月 6日 (金)村上佳司氏

・講師 桃山学院教育大学 人間教育学部教授
・テーマ「火山の噴火のための防災教育」

～ 助けてもらう から 助けられるへ～
・参加者 」ヽ学 6年生、中学生、

区長会、自主防災会、民生委員

1 地域地震防災指導員制度とは

|  ・住民の防災意識の高揚、自主防災組織の育成等による
1  地域防災力の強化と底上『た図るため、次に掲げる活動
|   をイ予う
|  ・複数の自主防災組織の連携強化と防災情報の共有化

‐・ 1岬:理討影潔易涯雪難埋璽ξ妻躍発
活動の指導

|  ・市・県に対する防災モニターとしての地域防災情報の収集
1  伝達
|  。自主防災会等の補佐、支援
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ダミー人形での心肺蘇生法
【地区選出指導員名・担当区】

氏 名 担 当 区 役 職

1 杉山元治 須山一区

2 土屋幸政 須山二区

3 川口博久 須山三区

4 辛島克己 須山四区、十里木地区 地区幹事

5 南城知晴 須山六区


